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 まちづくり活性部 

 

(1) 特別定額給付金給付事業 

 新型コロナウイルス感染症による国の緊急経済対策として、給付対象者1人につき10万円を、

各世帯主に給付しました。 

  給付件数 75,688件   給付金額 7,568,800,000円 

 

(2) 山砂利対策事業 

ア 山砂利採取跡地の修復整備の推進について、京都府、近畿砂利協同組合との連携を図り、

（一財）城陽山砂利採取地整備公社（以下「公社」という。）において、公共及び民間建設

発生土による安心・安全な修復整備に努めるため、集中監視方式（産業廃棄物の搬入防止等

を図る目的で、車重の計測や伝票の電子化等を行う。）による建設発生土の受け入れを行い

ました。 

イ 公社の建設発生土受入事業から生じた収益金の一部を寄附金として受納し、山砂利採取跡

地及び周辺公共施設整備基金に積み立て、山砂利採取跡地整備の推進に必要な財源確保に努

めました。 

ウ 適正な山砂利採取の推進について、城陽市砂利採取及び土砂等の採取又は土地の埋立て等

に関する条例に基づき、砂利採取計画認可申請に係る事前協議を行い、協定を6件締結しまし

た。また、資材による土地の埋立て等の届出が1件ありました。 

エ 砂利採取の関係機関による合同パトロール及び市独自に会計年度任用職員によるパトロー

ルを行うなど指導強化に努めました。 

 

(3) 東部丘陵地利用支援業務 

ア 城陽市東部丘陵地まちづくり条例に基づき、東部丘陵地内における無秩序な開発の防止に

努めました。また、大規模土地取引行為に係る届出が4件ありました。 

イ 先行整備2地区（東部丘陵地長池地区及び青谷地区）のまちびらきを新名神高速道路（大津

～城陽間）の開通時期（令和5年度末予定）に合わせて実現させるため、関係機関、地権者及

び進出企業と協議を実施し、事業の推進に努めました。また、国道24号城陽井手木津川バイ

パス沿道の地籍調査が完了しました。 

ウ 平成29年4月に施行した東部丘陵地税負担軽減支援補助金交付要綱に基づき、補助金交付対

象者に対し税負担の軽減支援を実施しました。 

 

(4) 東部丘陵線整備事業 

 東部丘陵線については、2地権者（4筆）の用地買収、7件の物件補償を実施するとともに、Ｎ
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ＥＸＣＯ西日本との新名神高速道路及び東部丘陵線の同時施行に関する各種協定に基づき、

物件調査、詳細設計、一部工事等を実施しました。 

 

(5) 新名神高速道路等整備促進業務 

新名神高速道路の早期全線開通及び6車線化の早期整備のほか、環境保全・まちづくりにつ

いて、要望活動を行いました。 

令和5年度末開通予定の新名神高速道路（大津～城陽間）については、令和元年度に引き続

き、ＮＥＸＣＯ西日本において、用地取得や物件補償、埋蔵文化財調査のほか、国道24号並

行区間において高架橋工事（橋梁下部工・橋梁上部工）が行われました。また、ＪＲ奈良線

東側の富野地区では、府道の迂回路が設置され、盛土工事に着手されました。 

 

(6) 勤労者対策 

ア 働く女性の家 

 女性労働者及び勤労者家庭の主婦等の職業生活、家庭生活、一般教養等の向上を図るた

め、各種の講座や講演会の事業を行いました。 

  利用者数     14,670人 

 イ 城南地域職業訓練センター運営補助 

 宇城久の中小企業等の勤労者や地域住民の職業能力の向上、職業訓練の場の提供を目的に

設立された職業訓練センターに対し支援を行い、勤労者福祉の増進に努めました。 

利用者数     42,349人 

 

(7) 消費生活業務 

ア 消費生活相談 

 消費生活に関する相談、苦情等を適切かつ迅速に処理するため、専門相談員を配置し、消

費者被害の救済及び消費者への啓発に努めました。また、多重債務対策については情報提供

に努めました。 

相談受付件数       444件 

イ 消費者啓発等 

 消費生活に関する知識の習得や消費者被害の未然防止を図るため、通信講座を実施しまし

た。 

また、広報紙の発行などを通じ、消費者啓発に努めました。 

  

(8) 商工振興 

ア 中小企業低利融資対策 

①  中小企業者の経営の安定を図るため、城陽市中小企業低利融資制度（略称マル城）により 
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低利の事業資金融資のあっせんを行うとともに、保証料の2分の1の額と利子補給を実施し

ました。また、令和2年4月から利率を0.1％引き下げ、1.3％としました。さらに、新型コ

ロナウイルス感染症の影響により、税の徴収猶予を受けている事業者でも、市税の完納等

を要件とする各種制度を利用できるようにしました。 

融資あっせん      75件    910,400,000円 

利子補給金      353件     31,436,988円 

保証料補給金     113件      8,783,518円 

② 中小企業の経営を支援するため、日本政策金融公庫小規模事業者経営改善資金融資制度

（略称マル経）の融資を受けた場合は利子補給を、京都府開業・経営承継支援融資（経営

承継型を除く。）を受けた場合は保証料補給を実施し、中小企業者の経営の安定化に努め

ました。 

イ 商工業振興事業 

 商工業振興を図るため、次の各事業を行い、商工業者の経営の安定及び改善に努めまし

た。 

① 市内最大の商工業者の団体である「城陽商工会議所」の行う小規模事業者の経営または

技術の改善、向上のための事業及び商工業の振興と安定を図るための事業に対し補助を行

い、市内中小企業者の育成に努めました。 

② 市の全国的な知名度アップ、魅力づくりのため、城陽商工会議所が取り組む新商品開発

事業に対し補助を行い、1商品が開発されました。 

③ 産業の振興と発展を図るために設置された産業会館の運営を通じて、利用促進を図るとと

もに会館事業を実施しました。 

会館利用件数  599件  利用者数  7,771人 

④ 商店街の活性化を図るため、商店街設置の街灯の電気料金に対し補助を行いました。 

⑤ 市の活力ある産業をＰＲすることを目的に、産業紹介誌「フォルテシモ」を発行しまし

た。 

⑥ 市内中小企業者を対象とした特定退職金共済制度の掛金に対し補助を行うことにより、

中小企業の雇用の安定を図るとともに、従業員の退職後の生活保障及び福祉の増進に努めま

した。 

⑦ 創業初期の経営安定化及び新たな需要等を促し、地域を活性化させることを目的として

創業等に要する経費の一部を補助する「明日のかがやく産業創出補助金」について、新た

に1件指定しました。また、令和元年度に指定した2件に交付しました。 

⑧ 地域経済の活性化及び雇用の創出を図ることを目的に交付する企業立地促進事業助成金

について、平成27年度～平成30年度の交付対象企業として、既指定分のうち6件に交付しま

した。 

⑨ 市の地場産業の活性化策として金銀糸産業活性化事業に対し補助を行い、金銀糸産業の
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振興に努めました。 

ウ 技能功労者表彰 

 技能水準の向上と技能尊重の気運を高めることを目的として、令和2年度は新たに2人を技能

功労者として表彰し、商工業の振興に努めました。 

 

(9) 観光振興 

ア 梅の郷青谷づくり 

   「青谷梅林・梅の郷活性化支援事業」を観光協会に委託し、梅林復興、里山整備、特産物

の開発等の取組を進めました。また、青谷梅林梅まつりを梅まつり実行委員会と連携して実

施準備を行うとともに補助を行いましたが、新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、中

止となりました。 

イ 観光協会への支援 

   観光産業の振興と市民生活の向上に寄与することを目的とした市民参加型の観光協会の実

施事業を連携して実施するとともに補助を行い、観光振興に努めました。 

   特に「光のページェント～ＴＷＩＮＫＬＥ ＪＯＹＯ～」は、新型コロナウイルスの感染

予防に最大限配慮しながら開催され、冬の風物詩として市を代表するイベントとして、多く

の来場者でにぎわいました。 

ウ 広域観光の推進 

「（一社）京都山城地域振興社（お茶の京都ＤＭＯ）」と連携し、広域観光振興と宇治茶

や山城地域の特産品のブランド化に向けた取組を進めるとともに、山背古道推進協議会とし

て、市の魅力を発信しました。 

また、山城地域12市町村と東京都渋谷区とが連携し、「関係人口」の創出・拡大を目指

す、京都やましろ地域×東京しぶや連携事業に参画し、首都圏に対して市の魅力を発信しま

した。  

 エ 鴻ノ巣山散策道の維持・管理 

   自然とふれあえる手軽な散歩コースとして市民並びに市外からも多くの散策者が集う鴻ノ

巣山について、シルバー人材センターへの委託及び鴻ノ巣山を守る会との協働により、散策

道の維持管理を行いました。 

 

(10) 農業振興 

ア 水田農業確立推進 

 国の経営所得安定対策により、水田活用の直接支払交付金事業を実施しました。また、農

業再生協議会を中心として事業推進に努めるとともに、転作奨励品目及び一般品目の作付け

を実施している農家に対し、市独自の奨励補助金を交付しました。 

イ 制度資金に対する利子補給 
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 農業経営基盤強化資金、農業近代化資金の制度資金融資に対し、利子補給を実施し、農家

負担の軽減を図りました。 

ウ 特産物の振興 

 市の特産物である花きの振興を図るため、市内の公共施設に花しょうぶ、カキツバタ、カ

ラー、梅枝を配布し、展示することにより市民に親しんでもらうとともに、特産の花きの普

及に努めました。令和2年度は特に新型コロナウイルス感染症の影響により切花類が大幅な価

格下落に見舞われたことから、配布回数と配布本数を増やし、花き農家を支援しました。 

 また、梅の老朽化対策として城陽市の梅農家が講師として市内梅農家に対し接木技術研修

会を実施するとともに、令和元年度に続き京都府立大学との共同研究事業として、接木技術

の確立による苗木の安定生産や果実品質・機能成分に関する研究を進めました。さらに、苗

木の購入や梅農家が完熟梅の収穫のために必要となるネットの購入に対する補助金を交付

し、梅の生産振興に努めました。 

さらに、「完熟イチジクのまち城陽」を市内外にＰＲするとともに、新型コロナウイルス

感染症の影響を受けている市内飲食店での消費喚起を図るため、「イチジクスタンプラリー

2020」を開催しました。また、苗木の購入に対する補助金を交付し、イチジクの生産振興に

努めました。 

 そのほか、茶についても、茶農家に対して苗木の購入に係る補助金を交付するなど生産振

興に努めました。 

エ 農業基盤の整備 

市の単独補助事業として、土地改良区および農家組合が実施した7件の土地改良事業に補助

金を交付し、農業基盤の整備に努めました。 

 オ 生産組織の育成 

   京都やましろ農業協同組合の城陽生産組織に対する助成や、青谷梅林振興協議会に対して

補助金を交付し、農業生産組織の育成・支援を図りました。 

カ 地産地消の推進 

   地産地消と農と消費者のふれあい交流の推進として、城陽旬菜市運営協議会が設置した農

産物直売所の運営指導に努めました。 

 キ 6次産業化・農商工連携の推進 

   6次産業化・農商工連携の取組を推進することを目的に、イチジクを使った加工品の開発に

対する補助金の交付等、農業者等の取組を支援しました。 

 ク 担い手育成や耕作放棄地の解消 

農家の高齢化や担い手不足などによる耕作放棄地の解消や、水田の有効活用を図る取組を

行いました。 

 

(11) 新型コロナウイルス感染症に伴う事業者支援 
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ア 城陽働く力おうえん補助金 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けながらも、城陽市民を新たに雇用した市内事業者

に対し、1事業者当たり 10 万円の補助を行いました。 

補助件数 15 件   補助金額 1,500,000 円 

イ 農業者等新型コロナウイルス感染症対策支援事業費補助金 

    農業者が経営を継続するための感染症予防対策や影響を軽減するために必要な取組に対し

補助を行いました。 

   補助件数 6件   補助金額 1,164,000円 

 ウ 城陽産業おうえん補助金 

新型コロナウイルス感染症によって経済や消費への影響が拡大する中において、自ら事業継

続計画（ＢＣＰ）を策定し、事業継続に関する取組を行う事業者に対し、1事業者当たり10万

円を上限に補助を行いました。 

農業者：補助件数 7件   補助金額 700,000円 

商工業者：補助件数 41件   補助金額 3,963,261円 

エ 明日の農業経営支援給付金 

    新型コロナウイルス感染症により農業者の経営に深刻な影響を及ぼしていることから、認

定農業者、茶農業者、花き農業者に対し、経営の回復・継続を支援するために1農業者当たり

10万円を給付しました。 

   給付件数 50件   給付金額 5,000,000円 

オ 元気のある商店わくわくセール事業費補助金 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内全域の個店を支援するため、城陽商工会議

所が実施する「ＪＯＹＯスクラッチ＆クーポンわくわくセール」事業費について、補助を増

額しました。 

カ 城陽日和発行事業費補助金 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた市内経済の活性化を図るため、城陽商工会議所

が市内商店や商店街等を紹介する「城陽日和」特別号の発行経費について、補助を増額しま

した。 

キ 商工会議所経営支援充実補助金 

   新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者への支援の強化、充実を図るため、城陽

商工会議所における事業者への支援の際に必要となるタブレット端末導入等の経費に対し補

助を行いました。 

ク 城陽市休業要請対象事業者支援給付金 

京都府の休業要請等に全面的に協力した中小企業・団体及び個人事業主に対し、市におい

ても中小企業・団体に20万円、個人事業主に10万円を給付しました。 

  給付件数 中小企業・団体 50件   補助金額 10,000,000円 
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       個人事業主   194件   補助金額 19,400,000円 

ケ プレミアム付商品券発行事業費補助金 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けて冷え込んだ市内消費を喚起するために、城陽商

工会議所が実施するプレミアム付商品券事業に対し補助を行いました。 

  発行総額 650,000,000円   消費喚起効果 約168,000,000円    

コ 城陽がんばる事業者支援給付金 

新型コロナウイルス感染症の影響を受けた事業者の経営回復を支援するため、売上が15％

以上減少した事業者に対し、1事業者当たり10万円を給付しました。 

  給付件数 1,345件   給付金額 134,500,000円 
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農業委員会事務局 

 

(1) 農業委員会業務 

  農業経営の基盤となる農地の効率的な利用を図るため、農業関係者へ農地法等の周知を行

うとともに、農地転用行為等に関しては、農地の集団性を保ち、秩序ある土地利用の維持の

ための調整を行いました。また、農地の利用の最適化を推進するため、令和2年度も利用権設

定事業や遊休農地の実態調査を実施し、所有者に対し農地の有効利用を指導しました。 

























【別表1】土地改良事業（新設・改良）費補助金

（まちづくり活性部）　別表

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

合計 1,249,000 0 0 0 1,249,000

負担金、補
助及び交付
金

187,000 0 0 0

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

富野西田部地区バルブ取
付工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：51,650円、
補助率4/10）

187,000

寺田塚本地区ポンプ取替
工事
（事業主体：南部土地改
良区）
（総事業費：467,500
円、補助率4/10）

435,000 0 0 0 435,000

上津屋柳縄手地区Ｕ字溝
設置工事
（事業主体：南部土地改
良区）
（総事業費：1,089,000
円、補助率4/10）

20,000 0 0 0 20,000

富野内川地区ポンプ設置
工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：255,000
円、補助率4/10）

466,000 0 0 0 466,000

富野野路地地区水中ポン
プ揚水管入替工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：1,167,000
円、補助率4/10）

102,000 0 0 0 102,000

富野内川地区ポンプゲー
トバルブ取替工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：58,000円、
補助率4/10）

16,000 0 0 0 16,000

観音堂北田地区農道補修
工事
（事業主体：内川土地改
良区）
（総事業費：41,800円、
補助率4/10）

23,000 0 0 0 23,000
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（まちづくり活性部）　別表

【別表2】産業会館整備事業

【別表3】東部丘陵地利用支援事業

【別表4】東部丘陵地利用支援事業（繰越）

【別表5】東部丘陵地整備事業

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

使用料及び
手数料

17,016

工事請負費 13,560,274

合計 13,577,290

77,290
・検査手数料
・工事費

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

0 13,500,000 0

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

委託料 18,751,700 0 0 18,751,700 0 ・技術支援

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

委託料 23,386,000 0 0 23,386,000 0 ・地籍調査

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

委託料 8,829,700

公有財産購
入費

66,194,500

合計 75,024,200

0 0 75,024,200 0

［ＳＩＣアクセス道路
（仮称）］
・路線測量
・地質調査
・交通量推計
・用地購入

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等
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（まちづくり活性部）　別表

【別表6】東部丘陵線整備事業

【別表7】東部丘陵線整備事業（繰越）

【別表8】東部丘陵線整備事業（事故繰越）

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

需用費 31,000

役務費 88,000

公有財産購
入費

60,624,000

補償、補塡
及び賠償金

66,526,777

合計 154,276,849

一般財源 内容等

81,010,000 59,600,000 13,666,849 0

・収入印紙代
・鑑定評価
・物件調査
・用地購入
・物件補償
・土工事

負担金、補
助及び交付
金

27,007,072

項目 事業費
特定財源

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

委託料 9,190,500

合計 10,023,079

一般財源 内容等

0 0 10,023,079 0
・調整池予備設計
・詳細設計

負担金、補
助及び交付
金

832,579

項目 事業費
特定財源

（単位：円）

国府支出金 地方債 その他

委託料 22,943,600 0 0 22,943,600 0 ・詳細設計

項目 事業費
特定財源

一般財源 内容等
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